
          試験研究成果普及情報 

〔目的及び背景〕 

 受精卵移植(ET)技術の実用化は急速に進展しているが、当該技術の評価について経済的視点からとらえた知見は未だ
多くはない。F1雌の繁殖機能の効率的活用・分娩産子の高付加価値化を意図するETによるF1雌利用一産取り肥育方式に
おける収益性について、変動要因を加味した想定試算を行い、他の肥育形態との比較の中で実用化技術目標数値を算定
し当該技術体系確立に資する。 

〔成果内容〕 

1. F1肥育形態の設定技術指標は、導入素牛が生後10日齢のF1初生牛、肥育形態がET受胎・ET不受胎・未経産・去勢、出荷
月齢が各々30・27・26・24カ月齢、出荷体重が前三肥育形態では650kg、去勢肥育が700kgである。(表1)   

2. F1肥育形態における販売額は枝肉販売・副産物収入の55～59万円/頭、生産費用は飼料・素畜費等の45～53万円/頭、こ
れから肥育牛事故率2%・5%想定の換算生産費を出し、販売額から控除し各肥育形態の販売利益と年間換算利益を事故率
毎に算出した。F1去勢肥育の収益性が最も高く、F1一産取り肥育が最も低かった。(表2・3) 

3. ET受精卵価格は購入受精卵価格に移植経費等を加えた43,200円/個であり、ET産子分娩率を加味した当該受精卵価格に
産子飼料費等を加え、ＥＴ産子事故率5%・10%を想定したET産子生産費用を算定し、ET産子販売価額を369千円/頭と
し、事故率に応じた年間換算販売利益を算出した。(表4) 

4. ET実施対象牛群として、受胎・不受胎これら全てを含んだ群としての一産取り肥育方式の収益性について検討した。当
該販売利益が最も高い去勢肥育形態と同等の利益を得るET産子分娩率は肥育牛事故率2%・ＥＴ産子事故率5%で41%以
上、肥育牛事故率5%・ＥＴ産子事故率10%で43%と特定した。経済情勢変化を想定しET産子販売額が10%減少した時、同
等の利益を得るためにはＥＴ産子分娩率が概ね10％向上させる必要があることが分かった。(表5) 

5. AI利用についても検討した。AI産子経費は精液価格・技術料等の8,980円/頭であり、分娩率により額が変動する。これ
に出荷迄の飼料費等を加えたAI産子生産費を事故率換算し算定した。 

AI産子はF1xであるがF1子牛評価額195千円/頭とし当生産費を控除し年間販売利益を算出した。これが去勢収益を上回
るにはＡＩ産子分娩率は事故率2%・5%で69%以上、事故率5%・10%で74%以上確保しなければならないことが分かった。
(表6) 

6. F1雌一産取り肥育方式における産子分娩率水準目標はET・AI手法どちらにあっても、現段階において常時確保すべき数
値としては一層の技術改善努力を要する技術目標数値である。 

7. 技術等の条件設定を変化させ、利益試算が可能なワークシート（エクセル）を作成した。（ワークシート提供可能） 
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